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寺
内
町
と
し
て
栄
え
、
今
も

往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
富

田
の
町
を
、
15
か
ら
17
人
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
Ｖ
Ｇ
槻

輪
の
会
員
が
班
リ
ー
ダ
ー
の
責

任
者
に
な
り
、各
会
の
会
員（
槻

歩
ク
ラ
ブ
・
文
化
財
ス
タ
ッ
フ

の
会
）
が
ガ
イ
ド
と
な
っ
て
説

明
し
な
が
ら
コ
ー
ス
を
巡
り
ま

し
た
。 

あ
わ
せ
て
散
策
路
や
主
な
ポ

イ
ン
ト
で
美
化
・
清
掃
活
動
を

計
画
し
実
施
し
ま
し
た
。 

参
加
者
全
員
に
軍
手
と
ゴ
ミ
袋

を
渡
し
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。 安

全
な
散
策
を
行
う
た
め
に
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
各
班
に
配
員
し

危
険
箇
所
で
の
誘
導
を
行
い
、

無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

富
田
の
由
来 

天
皇
家
の
御
料
田
で
あ
る

「
屯
倉
（
み
や
け
）」
が
富
田
に

お
か
れ
、
そ
の
役
割
「
屯
家
（
と

ん
か
）」
が
音
便
変
化
し
て
、
ト

ン
ダ
と
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ

る
そ
う
で
す
。 

寺
内
町
・
富
田 

寺
内
町
と
は
、
戦
国
期
に
浄
土

真
宗
や
寺
院
を
中
心
に
、
寺
内

（
境
内
）
と
の
名
目
で
壕
や
土

塀
を
め
ぐ
ら
し
て
防
御
を
定
め

た
町
を
指
し
ま
す
。 

現
在
で
は
、
清
蓮
寺
の
一
角
に

そ
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
安
全
の
為
現
在
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
覆
わ
れ
て
い

ま
す
が
内
部
は
石
積
み
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

文
明
年
間
（1469

〜86

）
に

本
願
寺
８
世
蓮
如
が
布
教
活

動
の
途
中
、
富
田
道
場
（
教
行

寺
）
を
開
い
た
こ
と
に
始
ま
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

農
民
は
、
農
閑
期
に
は
商
工

業
に
従
事
し
、
こ
の
町
で
は
多

く
の
職
業
が
存
在
し
ま
し
た
。

中
で
も
酒
造
業
は
有
名
で
最

盛
期
に
は
２４
の
酒
蔵
が
有
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
も

２
軒
の
酒
蔵
が
有
り
ま
す
。 

「
富
田
宿
」（
東
岡
町
）
と
「
寺

内
町
」（
富
田
道
場
、
富
田
御

坊
）
の
両
面
を
持
ち
、
周
囲
は

小
川
を
環
壕
と
し
（
北
西
）、

ま
た
石
垣
（
東
南
）
で
守
ら
れ
、

村
の
入
り
口
は
３
つ
の
門
（
北
、

西
、
南
）
を
備
え
て
い
ま
し
た
。 

【
わ
が
ま
ち
学
ぼ
う
事
業
】 

学
習
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
践 

P
art/1

 

伝伝
統統
のの
酒酒
造造
りり
とと
寺寺
内内
町町
のの
まま
ちち
〝〝
富富
田田
”” 
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 輪
り ん

 だ よ り 

1月度行事予定 
“富田の酒蔵見学：富田地区” 

月 日：平成 22年１月 30 日（土） 

集合場所：高槻市小寺池図書館 13：30 

        清鶴酒造（株）酒蔵見学 14:30～16:30 

順 路：小寺池図書館→オアシス小寺→蓮如上人腰掛け石 

→延命地蔵尊 →清鶴酒蔵 酒蔵見学料 1,500 円。（土産付き） 

その他：１）酒蔵見学料 1,500 円。（土産付き） 

12月度行事予定 
“わがまち学ぼう事業" 

「学習＆ボランティアの実践」 
～継体大王が眠る今城塚古墳からハニワのふるさとへ～ 

日 時：平成２１年１2月2日（水）9:30～13:00 （小雨決行） 
受 付：9:00 から（雨天の場合は12月9日（水）） 
集合場所：JR高槻駅南側デッキ上（松坂屋側）→上土室バス停・解散 
順路予定：JR高槻駅で先着順に組分し出発する予定です 

小
寺
池
図
書
館
（集
合
・出
発
）↓
小
寺
池
公
園
↓
永

照
寺
跡
（蓮
如
上
人
腰
掛
石
）↓
延
命
地
蔵
↓
清
鶴
酒
造

↓
教
行
寺
↓
普
門
寺
↓
三
輪
神
社
↓
本
照
寺
↓
筒
井
池

公
園
↓
清
蓮
寺
（解
散
）  

又
は
、
逆
コ
ー
ス 

平
成
21
年
11
月
18
日
（
水
） 

各案内場所における説明につい

ては、VG槻輪のホームページを 

ごらん下さい。 

http://web1.ibj.co.jp/̃kirin 

または、 槻 輪 で 

検索して頂けます。 

三輪神社 

 

本照寺 

 

教行寺 延命地蔵尊 蓮如上人腰掛石 清鶴酒造 

清蓮寺 普門寺 


